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１．実施計画 

実施計画（タイトル） 取組開始 
達成状況 
確認年度 

学部・研究科での 
取組み有/無 帳票 

1-(1)-④ 卒業生／卒業時調査の企画・実施 （２０１８）年度 （２０２０）年度 必要なし 不要 

内容 

 

本学では、大学教育の成果を検証して改善に結びつける PDCA サイクルを持続的に循環させる観点から、在学時の学修成果に加え、卒業後も含めて教育成果として捉

え、在学時の学修成果の修得、卒業段階での就職・進路決定（質の高い就労）、卒業後の「真に豊かな人生」の実現という三つの段階・視点で教育の成果を把握し、IR 機

能を活用して、その検証に取り組む。 

 学生調査については、大学 IR コンソーシアムの共通学生調査を 2010 年度から実施しており、2014 年度から全学部において、1・3 年生を対象に実施している（学部によ

っては、2・4 年生も対象としている）。卒業生調査は 1999 年度から本学独自に 6 年ごとに実施してきたが、2013 年度からの 3 年間は大学間連携共同教育推進事業への

参画等により、調査項目を見直しながら実施した。2017 年度より、調査回答者を学生時代に遡って関連付けて実施できるよう記名式で実施している。 

 これらに加えて、卒業段階での状況を把握するため、卒業時調査を実施する。なお、卒業時調査については、2018 年度から実施可能なよう準備を進める。 

 学生調査、卒業時、卒業生調査は、質問項目を関連付けながら、項目の見直しなども継続して実施してゆく。 

 （卒業生調査の実施については、学校経営 テーマ２. Evidence-based Management の推進で実施する。） 

進捗状況を測る指標 指標名 定義・算式 

指標１ 卒業時調査の回収率 回収数 / 卒業者数 

指標２   

指標３   

  

長期戦略：テーマ 
「教育の長期的成果の検証 
学修成果を把握・評価する仕組みの構築」 

提出日 2020 年 3 月 13 日 

Ⅱ.実施計画帳票 
長期戦略テーマの責任者 

（統轄部署） 
小野総合企画部長 

（総合企画部） 
実施計画の 
担当部署 

高等教育推進センター 

担当部署 
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目標１＜指標１＞卒業時調査の回収率                                                                     

 （2018）年度 （2019）年度 （2020）年度 4 年目以降 

目標 70％以上 90％以上 90％以上 95％以上 

実績 90.26%    

目標２＜指標２＞                                                                

 （     ）年度 （     ）年度 （     ）年度 4 年目以降 

目標     

実績     

目標３＜指標３＞                                                                 

 （     ）年度 （     ）年度 （     ）年度 4 年目以降 

目標     

実績     
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２．ロードマップ 

 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

 

卒 業 時 調 査 の 企

画・実施 

策定段階 調査の実施 調査の実施 調査の実施 調査の実施 調査の実施 

2020 年 3 月

末段階      

 2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度 - 

策定段階 調査の実施 調査の実施 調査の実施 調査の実施  

2020 年 3 月

末段階      

 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

 

 策定段階      

2020 年 3 月

末段階      

 2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度 - 

策定段階      

2020 年 3 月

末段階      
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３．費用計画・人員計画 

 

  

【費用・人員を必要とする理由】 

⾮公開 

経費 単位：万円 2018 年度 2019 年度 承認 2020 年度 承認 （2021）年度 4 年目以降 

⾮公開 

人員・人件費 単位：万円 2019 年度 承認 2020 年度 承認 （2021）年度 4 年目以降 

⾮公開 
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４．進捗状況・得られた成果 

2019 年度  

（  ）年度  

（  ）年度  

 

５．今後の課題及び方向性 

2019 年度 
2018 年度卒業生を対象に実施した卒業時調査は、回収率が約 90%と当初想定を大きく上回る結果となった。今後も 2018 年度の実施方法を踏

襲しつつ、高い回収率を維持するよう努める。 

2020 年度  

2021 年度  
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６．学院総合企画会議の基本方針 

2018 年度 
卒業時調査の実施を認めます。ただし、概算費用については保留とし、2018 年度実施分の検証を必ず行い、詳細が定まった段階で、将来構想推進 WG

での承認を得た上で、予算外申請してください。 

2019 年度 卒業時調査の実施を認めます。 

（  ）年度  

 


